ライフステージ看護学
第10回　女性のライフサイクルと更年期の健康課題
本時の到達目標
(1) 女性ホルモンの変化と、女性のライフサイクル各期の特徴を説明できる。
(2) 更年期における身体的・心理的変化の機序と、看護支援の内容を説明できる。
(3) 女性特有のがん（乳がん、子宮頸がん、子宮体がん）の特徴と看護を理解する。
(4) ライフイベントに伴う女性の健康課題と、継続的な健康支援の視点を理解する。
Ⅰ．講義
1．女性ホルモンの変化とライフサイクル
女性の心身の状態は、視床下部・下垂体・卵巣からなる内分泌系（視床下部－下垂体－卵巣系）によって調節されており、生涯を通じて女性ホルモン（エストロゲン・プロゲステロン）の分泌量が大きく変化する。
	時期
	年齢の目安
	女性ホルモンの状態

	思春期
	10歳前後〜18歳ころ
	エストロゲン分泌が始まり急激に上昇（第6回参照）

	性成熟期
	20〜40歳代
	周期的な分泌により月経周期が確立する

	更年期
	45〜55歳ころ
	卵巣機能の低下によりエストロゲンが急激に減少する

	老年期
	55歳以降
	エストロゲンの低値が持続する


エストロゲンは、生殖機能だけでなく、骨代謝や脂質代謝、血管機能、精神状態など全身の様々な器官に作用しており、その変動は女性の心身に幅広い影響を及ぼす。
2．更年期の定義と内分泌変化
更年期とは、性成熟期から老年期への移行期であり、閉経の前後各5年間、合計10年間程度を指す。日本人女性の平均閉経年齢はおよそ50歳であり、更年期はおおむね45〜55歳ころにあたる。
加齢に伴い卵巣内の卵胞数が減少し、卵巣機能が低下すると、エストロゲンの分泌量が急激に減少する。通常、エストロゲンは視床下部・下垂体からの性腺刺激ホルモンの分泌をネガティブフィードバックで抑制しているが、エストロゲンが低下するとこの抑制が働かなくなり、下垂体からの卵胞刺激ホルモン〈FSH〉・黄体形成ホルモン〈LH〉の分泌がかえって増加する。
【国試対策ポイント】更年期に「増加」するのはFSH・LHであり、「減少」するのはエストロゲンである。この組合せを取り違えないよう注意する。
3．更年期における身体的変化
エストロゲンの急激な低下により、様々な身体症状が出現する。これらの症状が日常生活に支障を来す場合を更年期障害という。
	症状の分類
	主な症状

	血管運動神経症状
	ホットフラッシュ（のぼせ、ほてり）、発汗、動悸

	泌尿生殖器症状
	腟の乾燥感、性交痛、頻尿、尿失禁

	運動器・代謝の変化
	骨量の減少（骨粗鬆症のリスク上昇）、LDLコレステロールの上昇・HDLコレステロールの低下

	精神神経症状
	抑うつ、不安、いらいら感、不眠、集中力の低下



【国試対策ポイント】エストロゲンは骨吸収を抑制するはたらきをもつため、その低下は骨量減少（骨粗鬆症）につながる。また、エストロゲンにはHDLコレステロールを上昇させ、LDLコレステロールを抑制する作用があるため、その低下は脂質異常症のリスクを高める。
4．更年期における心理的変化
更年期の心理的症状（抑うつ、不安、いらいら感、不眠等）は、エストロゲン低下という身体的要因だけでなく、心理・社会的な要因が複合的に影響して生じると考えられている。
・子どもの自立・巣立ちに伴う家庭内役割の変化
・親の介護役割を担う機会の増加
・職場における役割・責任の変化
このように、更年期は身体的な変化と、人生の中でも様々なライフイベントが重なりやすい時期であることを理解し、身体面・心理社会面の双方から症状を捉える視点が求められる。
5．更年期障害の看護
ホルモン補充療法〈HRT〉：エストロゲンを補充することで、血管運動神経症状や骨量減少等の改善が期待できる治療法。適応や禁忌について医師の説明を補足し、自己判断での中断を避けるよう支援する
生活習慣の調整：適度な運動、バランスの良い食事（カルシウム・ビタムDの摂取等）、禁煙、十分な睡眠の確保を促す
セルフケア支援：症状日記の記録等により、自身の症状パターンを把握できるよう支援する
心理的支援：訴えを否定せず傾聴し、更年期は多くの女性が経験する生理的な変化の時期であることを伝え、過度な不安の軽減を図る
6．女性特有のがんと看護
女性のライフサイクルにおいては、乳がんや子宮がん等、女性特有のがんへの理解と、早期発見・早期治療につなげる看護支援が重要である。
	がん
	好発年齢・要因
	早期発見・看護のポイント

	乳がん
	40〜60歳代に多い。家族歴等がリスク要因
	自己触診の習慣化、40歳以上は2年に1回のマンモグラフィ検診、確定診断は針生検

	子宮頸がん
	20〜40歳代で罹患が増加傾向。ヒトパピローマウイルス〈HPV〉の持続感染が主要因
	HPVワクチンによる一次予防、20歳以上は2年に1回の細胞診による検診

	子宮体がん
	閉経前後〜閉経後に多い。エストロゲンの持続的な刺激が関与
	不正性器出血（特に閉経後の出血）が代表的な症状であり、早期受診につなげる



看護の視点：症状がない段階からの定期的な検診受診を勧奨するとともに、治療（乳房切除、子宮摘出等）に伴うボディイメージの変化や、それに伴う心理的苦痛への継続的な支援を行う
【国試対策ポイント】乳がんの確定診断には針生検（組織診）が用いられ、マンモグラフィは主に検診・画像診断として用いられる。両者の役割の違いを整理しておくこと。
7．ライフイベントに伴う女性の健康支援
女性の健康は、思春期（第6回）、妊娠・出産期（第2回）、青年期・成人前期（第7回）、更年期、老年期と、ライフサイクルの各期を通じて連続的に変化していく。それぞれの時期に特有の健康課題があるが、いずれの時期においても、女性自身が心身の変化について正しい知識をもち、主体的に健康管理に取り組めるよう支援する視点が共通して重要である。
· ライフイベント（就職、結婚、妊娠・出産、子育て、介護、退職等）は、女性の心身の健康に大きな影響を及ぼす
· 各ライフステージを担当する診療科・支援機関（産婦人科、精神科、地域包括支援センター等）が連携し、切れ目のない支援を提供することが求められる
まとめ・本時の重要ポイント
	復習チェックリスト
・更年期にFSH・LHが増加し、エストロゲンが減少するという内分泌変化の仕組みを説明できるか。
・エストロゲン低下による身体症状（骨量減少、脂質異常症のリスク等）を説明できるか。
・更年期の心理的症状に関わる身体的要因と心理社会的要因を説明できるか。
・乳がん・子宮頸がん・子宮体がんの好発年齢・要因・早期発見のポイントを説明できるか。
・乳がんの確定診断（針生検）と検診（マンモグラフィ）の違いを説明できるか。



Ⅱ．事例演習
事例：更年期症状に悩む50歳女性
次の事例を読み、設問に答えなさい。
	事例の概要
Aさん（50歳、女性）：半年前から月経不順があり、最近ではのぼせや発汗、いらいら感が強くなったと感じている。
· 「些細なことで家族に強くあたってしまい、自己嫌悪に陥ります」と話す。今春、長女が進学のため実家を離れ、「家のことに張り合いがなくなった気がします」とも話している。
· 健康診断の結果、LDLコレステロールがやや高値であることを指摘された。
· 「これって更年期なんでしょうか。ホルモンの薬を使うのは少し怖い気もします」と看護師に相談した。



設問1
Aさんの月経不順、のぼせ・発汗、LDLコレステロールの上昇を、更年期の内分泌変化から説明しなさい。
設問2
Aさんの「いらいらして家族にあたってしまう」という訴えを、身体的要因と心理社会的要因の両面から考察しなさい。
設問3
Aさんに対して、看護師としてどのような支援が考えられるか述べなさい。
設問4
Aさんに対して、女性特有のがん検診に関してどのような情報提供が適切か述べなさい。










Ⅲ．看護師国家試験過去問
本時の内容（更年期の内分泌変化、女性特有のがん）に関連する過去問題を示す。正答と解説を確認し、理解を定着させること。
問1（第107回 午後7問）
更年期の女性で増加するのはどれか。
1．卵胞刺激ホルモン〈FSH〉
2．テストステロン
3．プロラクチン
4．エストロゲン

問2（第109回 午後62問）
エストロゲン低下によって更年期の女性に起こるのはどれか。
1．骨量の低下
2．内臓脂肪の減少
3．脳血流量の増加
4．HDLコレステロールの上昇

問3（第108回 午前94問（状況設定問題））
Aさん（37歳、女性、会社員）は入浴中に右胸のしこりに気づき受診した。乳房超音波検査で右乳房外側下部に直径約3cmの腫瘤が認められ、医師から乳癌の可能性が高いと説明された。確定診断のためにAさんに行われる検査はどれか。
1．MRI
2．針生検
3．PET-CT
4．マンモグラフィ


事例演習　解答・解説
事例：更年期症状に悩む50歳女性
次の事例を読み、設問に答えなさい。
	事例の概要
Aさん（50歳、女性）：半年前から月経不順があり、最近ではのぼせや発汗、いらいら感が強くなったと感じている。
· 「些細なことで家族に強くあたってしまい、自己嫌悪に陥ります」と話す。今春、長女が進学のため実家を離れ、「家のことに張り合いがなくなった気がします」とも話している。
· 健康診断の結果、LDLコレステロールがやや高値であることを指摘された。
· 「これって更年期なんでしょうか。ホルモンの薬を使うのは少し怖い気もします」と看護師に相談した。



設問1
Aさんの月経不順、のぼせ・発汗、LDLコレステロールの上昇を、更年期の内分泌変化から説明しなさい。
設問2
Aさんの「いらいらして家族にあたってしまう」という訴えを、身体的要因と心理社会的要因の両面から考察しなさい。
設問3
Aさんに対して、看護師としてどのような支援が考えられるか述べなさい。
設問4
Aさんに対して、女性特有のがん検診に関してどのような情報提供が適切か述べなさい。
解答の視点（解説）
設問1：Aさんは50歳であり、平均閉経年齢に近く更年期にあたる年代である。卵巣機能の低下によりエストロゲンが減少すると、月経周期が不規則になり、血管運動神経症状（のぼせ・発汗）が出現しやすくなる。また、エストロゲンにはLDLコレステロールを抑制する作用があるため、その低下によりLDLコレステロールが上昇しやすくなっていると考えられる。
設問2：いらいら感には、エストロゲン低下という身体的要因に加え、長女の進学に伴う「家庭内での役割の変化」という心理社会的要因が重なっていると考えられる。身体症状のみに注目せず、Aさんの生活背景の変化にも目を向けることが重要である。
設問3：Aさんの訴えを否定せず傾聴し、更年期は多くの女性が経験する生理的な変化であることを伝え、安心感を提供する。ホルモン補充療法への不安については、その目的や一般的な利益・リスクについて、医師からの説明を補足しながら、Aさん自身が納得したうえで選択できるよう支援する。あわせて、生活習慣の調整（運動習慣、バランスの良い食事等）についても、Aさんの生活に取り入れやすい方法を一緒に考える。
設問4：Aさんは40歳以上であり、2年に1回のマンモグラフィによる乳がん検診の対象年齢にあたる。あわせて、子宮頸がん検診（細胞診）についても定期的な受診を勧める。乳房の自己触診を習慣化することや、閉経後に不正性器出血がみられた場合は子宮体がんの可能性もあるため、早めに婦人科を受診するよう伝えることも重要である。
看護師国家試験過去問　解答・解説
本時の内容（更年期の内分泌変化、女性特有のがん）に関連する過去問題を示す。正答と解説を確認し、理解を定着させること。
問1（第107回 午後7問）
更年期の女性で増加するのはどれか。
1．卵胞刺激ホルモン〈FSH〉
2．テストステロン
3．プロラクチン
4．エストロゲン
正答：1
解説：更年期には卵巣機能の低下によりエストロゲンの分泌が減少する。エストロゲンによるネガティブフィードバックが弱まるため、視床下部・下垂体からの卵胞刺激ホルモン〈FSH〉・黄体形成ホルモン〈LH〉の分泌はかえって増加する。テストステロンは女性でも分泌されるが加齢とともに低下し、プロラクチンも閉経前後から低下するとされる。したがって正答は1である。

問2（第109回 午後62問）
エストロゲン低下によって更年期の女性に起こるのはどれか。
1．骨量の低下
2．内臓脂肪の減少
3．脳血流量の増加
4．HDLコレステロールの上昇
正答：1
解説：エストロゲンは骨形成を促進し骨吸収を抑制するはたらきをもつため、その低下は骨量の低下（骨粗鬆症のリスク上昇）につながる。エストロゲンの低下は内臓脂肪の増加、脳血流量の低下、HDLコレステロールの低下（およびLDLコレステロールの上昇）と関連するとされ、いずれも選択肢の内容とは逆の変化である。したがって正答は1である。

問3（第108回 午前94問（状況設定問題））
Aさん（37歳、女性、会社員）は入浴中に右胸のしこりに気づき受診した。乳房超音波検査で右乳房外側下部に直径約3cmの腫瘤が認められ、医師から乳癌の可能性が高いと説明された。確定診断のためにAさんに行われる検査はどれか。
1．MRI
2．針生検
3．PET-CT
4．マンモグラフィ
正答：2
解説：MRIは主に確定診断後の治療方針の決定のために実施される。PET-CTは主に転移・再発の評価に用いられる。マンモグラフィは主に検診や画像診断として、腫瘍の位置や大きさなどを調べるために実施される。乳癌の確定診断には、病変の組織を採取して調べる針生検（組織診）が行われるため、正答は2である。



